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は　じめに
　本稿はわが国の資本主義確立段階における産業・貿易構造の概観を行い，
工業地域の構成にみられる特徴をあきらかにすることを課題としている。
　筆者はこれまでにわが国における近代産業の発達過程にかかわる若干の研
究を行ってきtcが，わが国の近代産業（＝工業）の発達過程についての研究
において，それを地域的展開という側面から検討していくことの有要性をつ
よくおぼえるにいたった。そもそも，近代工業の発達とはそれに対応的な工
業地域の形成をともなうが，わが国の近代工業の発達過程の特質はわが国の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）工業地域の形成過程に投影され，それに特異性を附与してきたであろう。こ
のことは，わが国の近代工業の発達過程の特質の究明を工業地域の形成とい
う側面からアプローチし得ることを意味するのであり，ここから，わが国に
おける近代工業地域の形成過程についての検討をひとつの研究課題として設
　（1）川島哲郎「日本工業の地域的構成一とくにその局地的集積・集中の問題を中心に
　　　一」，r経済学雑誌』第48巻4号，1963年，参照。
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　　　　　　　　　　　　　（2）定するにいたったのである。本稿はこの課題についての研究の一部であり，
その準備的作業のひとつにほかならない。
　この課題についての検討には，それに先立ってわが国の資本主義確立段階
における工業地域の構成をあきらかにしておくことが必要であろうが，本稿
では，まず，この工業地域の構成の前提となる当該の時期の産業構造を貿易
構造との関連のうちに概観してその偏奇性を指摘し，そのような偏奇的構成
をもつわが国工業の地域的投影としての工業地域の構成をあきらかにしょう
とするものである。
1　産業・貿易構造と工業構成
（1）検討事項の設定
　わが国資本主義はその産業構造において大きな偏奇性をもち，貿易構造に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）おいても著しいかたよりのあることがあきらかにされ，そのような産業・貿
（2）　日本工業の地域的構成にみられる特異性として，工業の地域的偏在と巨大工業地
　　帯への局地的な過度な集績・集中をあげることができるが（川島前掲論文），この
　　ような特異性をもつわが国工業の地域的構成は，おのずからその形成過程への大き
　　な関心をよびおこすであろう。しかし，わが国の工業地域の形成を日本資本主義の
　　構造的特質との関連で検討しようとしたものは多いとはいえないように思われる。
　　なお，わが国の工業地域の形成過程を工業構成の特質との関連で概観したものとし
　　て，川島哲郎「日本の工業地域の形成一日本工業の地域的展開の歴史一」，『日本
　　の工業と工業地帯』　（図説日本国土大系第5巻），1967年，誠文堂新生社，山本
　　正雄編『日本の工業地帯』第一版，1959年，岩波書店，などがある。
（3）工業構成については，eg一一一次大戦期におけるいわゆる重工業の発展にもかかわら
　　ず，その前後を通じていわゆる軽工業国であったことが周知のこととされている。
　　たとえば，安藤良雄氏の，第一次大戦期における重工業の発展，産業構造の高度化
　　にもかかわらず，「軽工業の圧倒的地位は本質的にゆるがない。綿業・地業を中心
　　とするいわば軽工業的毅階であり，重工業・軽工業両部門の地位が逆転するのは遠
　　く下って太平洋戦争期のことである」（r現代日本経済史入門』，1963年，日本評
　　論新社，23頁）という指摘などである。また，いずれの国においても資本主義の自
　　由主義段階は軽工業，とくに紡績業が中心であり，鉄鋼業の本格的な展開はむしろ
　　帝国主義段階を特徴づけるものであるから，軽工業のめざましい発達に対する鉄鋼
　　業を中心とする重工業のきわめて低い水準はかならずしも異とするにたりないとす
　　る大内陪席にあっても，1910年頃までのわが国工業の内部構成における重工業のた
　　ちおくれは「碕型的なまで」であり，この特徴は1930年忌まで通ずる日本経済のひ
　　とつの特徴とされている（r日本経済論』Tヒ，1962年，東京大学出版会，工36頁）。
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易構造がわが国資本主義確立期に形成されたことも，これまた指摘されてき
　　　（4）ている。これまでにすでに多く論じられ，また，その特徴が指摘されてきた
当該の時期の産業・貿易構造，あるいは工業構成ではあるが，先の課題の究
明のためには改めて一定の整理を行なわなければならない。
　この時；期の工業生産は明治42年からの5警めごと（大正8年以後は毎年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5＞の『工場統計表』によってほぼ網羅的に把握し得るし，また，輸出入は『大
日本外国貿易年表』によって検：討し得るが，この両者による生産・輸出入を
統一的に把握することは，その品目分類が両者において異なっていることの
ためなどによって容易ではない。ここではこれら原資料による作業を省き，
もっぱら塩沢君夫層群r日本資本主義再生産構造統計』の数値を加工するこ
とによって検討していきたい。同書は，　『工場統計表』　『本邦鉱業ノ趨勢』
r大日本外国貿易年表』にって，明治42年から5年あごとの年の工業・鉱業
統計と貿易統計を二部門分割の視点から再整理したもので，産業・商品分類
を同一基準によって再分類，再集計し，産業小分類段階までの生産・貿易を
統一的に，5年次ごとの推移を連続的に把握し得るものとなっている。貿易
　　なお，塩沢君夫氏等は，明治42年から昭和9年までの5下めごとのr工場統計表』
　　をもとに，その産業分類を第1部門，第豆部門に再構成して，この間の工業構成の
　　変化を検討されたが，この間の電力化の急速な進行やそれを基礎としたいわゆる
　　「重工業化」の展開等の諸変化にもかかわらず，それらは第八部門の優位にしめさ
　　れる顛倒心意の産業資本確立期に確定された日本資本主義の構造的諸特質を構造的
　　に揚棄するものではなかったとされる（「戦前日本資本主義における工業構成一日
　　本資本主義の再生産構造分析のために一」，高橋幸八郎編r日本近代化の研究S
　　下，1972年，東京大学出版会，132頁）。貿易構造については，名和統一r千本紡
　　績と原棉問題研究』，1937年，大同書院，松井下編r近代日本貿易史』全3巻，
　1959～63年，有斐閣がある。
（4）　この構造的連関の検討は，近時，経済史研究者によって行われており，水沼知一
　　「外国貿易の発展と資本の輸出」，揖西光掌編r日本経済史大系』6，1965年，東
　　京大学出版会，海野福寿「開港と日本資本主義の特質」，石井孝ほか『シンポジゥ
　　ム日本歴史14世界資本主義と開港』，19フ2年，学生社，高村直助「産業・市場の
　　構造」，大石嘉r郎ほかrシンポジウム日本歴史18　日本の産業革命』，1972年，
　　学生社，等において論及されている。
（5）ただし，この統計では職工5入以上のものを工場としており，それ未満のものは
　　捕捉されていない。他方，輸出入統計は各部門のほぼすべてを把握している。本稿
　　にみられる生産・輸出入統計の数字上の矛盾は多くこのことに由来する。
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構造との関連のうちに産業構造，工業構成の特徴をあきらかにしていくうえ
　　　　　　（6）で有用である。
　わが国の工業生産の把握は『工場統計表』によって明治42年，大正3年も
可能であるが，本稿では大正8年について検討していく。すでに確立した日
本資本主義が第一次大戦期を経過していっそうの展開をとげ独占資本の本格
的確立の時期とされているが，伝統的な在来産業部門においても工場制工業
　　　　　　　　　　　　　　　　　くりへの転換をとげたのはこの時期であり，これに対応した工業地域の形成がす
すんだであろう。工業地域の形成ということに関する限り，独占期にみられ
るあたらしい様相も反映されてはいるであろうが，なお確立段階の様相を端
的に表現しているであろう。
　②　部門別生産・輸出入状況
　第1表は工業の部門別生産・輸出入状況を示すものである。大正8年の総
生産額は67億6538万4千円であるが，部門別にみると，紡織が33億5426万6
＝F円で実に49．6％を占めている。つづいて食料品11％，化学10．7％，機械器
具10％，金属8．2％，製材木製品・EP刷製本・その他雑製品（以下，これを
雑工業と称す）7．3％，窯業3．3％となっている。金属，機械器具，化学をあ
わせると28．9％となるが，なお紡織が圧倒的ウェイトを占め，食料品がそれ
につぎ，また，雑工業も無視し得ない大きさとなっている。ちなみに明治42
年と比較すると，食料ならびに雑工業におけるウェイトの低下（明治42年は
前者18．5％，後者8．6％）と対照的に，金属，機械器具がそれぞれウェイト
を倍増しており（明治42年は前者4．2％，後者5．2％），その増大は注目にあ
たいするが，いわゆる重化学工業化が進展しながら，なおいわゆる軽工業の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B）ウェイトがたかい。この特徴は昭和4年も基本的に同じである。いわゆる重
（6）　明治42年について，近藤哲生「産業資本確立期における産業・貿易構造一明治42
　年の統計的分析～」，土地制度史学会工972年秋季学術大会報告，がある。
（7）　古島敏雄r産業史』皿，！966年，山川出版社。
（8）上掲r日本資本主義再生産構造統計』の各年度分より集計，作成した。以下，同
　　じ。
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化学工業，軽工業という分類ではなく，これを二部門分割の椀点からみると
紡織を主軸とする第∬部門は76％〆第1部門は24％となり，生産手段生産部
門の小ささをみることができる。昭和4年でも第1部門は26，8％にすぎず，
そのウェイトはこの大正8年のそれと大差がなく，明治42年から大正8年に
いたる時期の第1部門のウェイトのたかまり（明治42年14．9％，大正3年
19．3％）の到達点を示すが，ここに第1部門の後年にいたるまでの輸入依存
　　　　　　　　　　　　　　　（9）の基礎をみることができるであろう。
　このような生産額についてみた部門別構成は，しかしながらそれ自体とし
てただちに部門別構成における偏奇性を示すものとはいいがたい。商品別輸
出入統計をあわせて検討し，輸出入への依存状況，国内供給率等をみていくこ
とによって構成上の特徴がクn・・一ズアップされ，これによってその偏奇性を
あきらかに示すことがでぎるものといえよう。以下，輸出入統計を検討して
いこう。大正8年の輸出額は21億9Q68万1千円，輸入額は11億1064万円で，
差引1億8004万！＝F円の輸出超過となっている。輸出依存度32．4％，輸入依
存度16．4％1国内供給率l19％である。工業は全体としては国内消費額をう
わまわる生産額があり，輸出への依存の大きいことを示しているといえる。
以下，第1表によって部門別に検討していきたい。
　（a）紡　織
　輸入額はノJN．さく，総輸入額中の比率も4．8％にすぎない。輸出額は14億2622
万2千円で総輸出額中の実に65．1％を占めている。国内供給率は169．3％，
輸出依存度は42．5％であり，最大の輸出額を示すこの部門は輸出産業として
存在している。明治42年の紡織の輸出額の総輸出額中の比率は57．3％であっ
て，部門別構成において先にみたごときいわゆる重化学工業化の一定程度進
行した時期にこの紡織の輸出のウェイトはたかまっているのである。その後
も，たとえば昭和4年は大正8年をうわまわる65．3％に達するなど，戦前段
階での一貫したたかさをみせているのである。
（9）　なお，塩沢ほか，前掲（3）論文参照。
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注1）塩沢君夫他編r日本資本主義再生産構造統計』　（エ974，岩波書店）より作成。
　　．原資料はr工場統計表』，r大日本外国貿易年表』。
　＠　金　属
　この金属には3億5432万9千円という巨額の輸入があり，総輸入額中の32
％という大きな割合を占める。輸入依存度は63．9％に達し，国内供給率は69．9
％にとどまる。大きく海外からの輸入に依存している部門である。このよう
な金属部門ではあるが，これを二部門別にみると，金属■は輸入依存度2％，
国内供給率1エ6．5％で，輸入への依存は小さく，金属部門の輸入への依存の
たかさは金属1のそれによる。しかし，この金属1の輸入依存度71．9％とい
うたかさと，国内供給率56．5％という低さにもかかわらず，他方には1億円
を越える輸出があり，金属1内部の複雑な構成を反映しているものといえよ
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う。その内容は次項で改めて検討する。
　の機械器具
　輸入額は1億2410万5千円で，輸入依存度は18．4％，国内
供給率は91．2％で，輸入に依存している。機械器具互は輸出
依存度が輸入依存度をうわまわり，国内供給率も108．5％と
なっているが，機械器具皿の占める位置が小さいため，機械
器具工の状況はこの部門全体のそれとほぼ同様となってい
る。なお，この部門は明治42年は輸入依存度70．8％，国内供
給率63．1％であって，大正8年は国内生産が大きく進展した
あとが示されているが，昭和4年には輸入依存度27．3％，国
内供給率87．9％であり，その後の発展にもかかわらず海外か
らの輸入への依存をつよめているといえよう。
　9）窯　業
　この部門の輸出額は6333万8千円で，輸出依存度28．5％，
国内供給率は134．6％で，輸出への依存度は大きい。ここで
は窯業1においても輸出額が輸入額をはるかにうわまわり，
国内供給率がHO．6％に達しているというように，大きく輸
出に依存しているが，この傾向は窯業rrにおいてことに著し
い。総生産忌中に占める窯業IIIの生産額の比率は1．2％にす
ぎないが，輸出額のそれは2．3％を占め，輸出依存度69．2％，
国内供給率272．5％となる。輸出産業として存立している部門である。
　㈲　化　学
　輸入額は総輸入額の31．6％に達する3億5042万5千円で，金属にほぼ匹敵
する大きさである。同時に，1億824G万円に及ぶ輸出があり，金属や機械器
具と同様の複維な内部構成を反映している。化学工には2億8004万1千円
の輸入があり，輸入依存度は87．8％，国内供給率は57．9％にとどまっている
が，化学］1は輸出額は1億3470万1千円，輸出依存度は33．4％，国内供給率
はl19％と輸出への大きな依存を示す。この部門全体としては，輸入額の対
7
　8
総輸入額比率はすでにみたように31．6％で，輸出額のそれは8．2％，輸入依
存度48．5％，輸出依存度25．2％，国内供給率81．1％である。化学工業の本格
的な発展がみられた時期とされているが，なお金属についで国内生産が不十
分な部門である。もちろん，輸入依存度は明治42年の103．6％からこの大正
8年を経て昭和4年の35．9％へと減少し，また，国内供給率も59．9％からこ
の年を経て85．4％へと着実に増大しているが，昭和4年に総輸入額中の最大
を占める部門であり，ながく輸入に依存するのである。
　㈲　食料品
　1億9091万8千円の輸入があるが，同時に1億3256万5＝F円の輸出があ
る。総輸入額中の17．2％に達する輸入額は，金属，化学等につぐ大きさであ
り，輸入依存度は25．8％という大きさである。他方，生産額の17．9％に達す
る輸出を行っており，その内部に異なるタイプの産業が併存していることを
反映している。この部門は二部門分割のee　E部門にあって唯一の国内供給率
が100％に達せず輸入依存をみせているところである。ちなみに，昭和4年
にいたるも国内供給率は94．9％にとどまっている。
　囚　雑工業
　生産額4億9S86万円にたいして，2億1416万5千円の輸出がある。輸出額
の総輸出額中の比率は9．8％に達し，圧倒的ウェイトを占めた紡織につぐ大
きさとなっている。輸入額は僅少であり，国内供給率は158，3％，輸出依存
度は43．2％となっている。輸出への依存の大きい部門であるが，その後も総
輸出額申に占める比率は低下しながらも（昭和4年は8．1％），紡織につぐ
輸出額をみせ，輸出産業として存立していく。
　以上，部門別に生産・輸出入統計を概観してきた。そこでは紡織の生産・
輸出額上におけるウェイトの圧倒的なたかさと大きい輸出依存度，これと対
照的な金属，機械器具，化学の生産額上におけるウェイトの低くさと大きい
輸入依存度を構成上の特徴として指摘し得るであろう。また，食料品，雑工
8
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業の生産上のウェイトのたかさや後者の輸出依存の大きさ，窯業の輸出超過
状況などをみることができた。二部門分割では，紡織を中心とする第豆部門
は，輸出額は総輸出額中の90．1％を占め，国内供給率146．0％，輸出依存度
38．4％であった。総生産額の76％を占める第■部門は，このように輸出に大
きく依存して過大な存在となっているといえるのである。他方，海外からの
輸入に大きく依存している第工部門の国内生産の展開は不十分な状態にとど
まっている。以上のごとき貿易・輸出入状況との関連での検討によって，第
皿部門の優位性というわが国工業の部門別構成における偏奇性はいっそうあ
きらかとなったといえようが，この構成上の偏奇性はわが国工業地域の構成
　　　　　　　　　　1に投影され，それに特異性を附与することとなっているであろう。
　⑧　個別産業別生産・輸出入状況
　前項では部門別構成についての検討を行ってきたが，そこでの各部門は多
様な個別産業からなり，複雑な構成をとっている。工業地域の構成を規定す
る工業構成と各部門の特徴の検討は，個別産業にまでさかのぼって行うこと
が必要である。以下，各部門の内部に立入って検討しよう。
　9）製糸，紡績，織物
　製糸，紡績，織物は紡織部門の三大産業であるばかりでなく，わが国全工
業生産における最も重要なものである。第2表は紡織部門を構成する諸産業
についての生産・輸出入状況を示すものであるが，これによって検討してい
こう。生産額の総生産額に占めるウェイトは，製糸12．6％，紡績12．8％，織
物20．3％で，　これは第3表以下にみる他部門の個別産業のウェイトとの比
較でもあらかなように，いずれも抜群の大きさである。このようにプ生産
額が大きく，全工業生産中のウェイトがたかいのみでなく，その輸出舘も
大きく，総輸出額中のウェイトもたかい。紡績は，輸出額は総輸出額中の
6．3％にとどまるもののそれは1億2430万円に達し，製糸，織物につぎ他を
大きく凌駕する大きさである。製糸業はまさに輸出産業として存在してい
る。その輸出額は6億4351万円で，総輸出額中の実に29．3％を占める即き
　　　　　　　　　　　　　　　一9　一
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第2表　個別産業別生産・輸出入状況 その1一紡織一 （大正8年）
????????
生産額
　　　千円
　854，403
　865，326
1，375，S34
　58，833
　209，1フO
貿　　易　　額
輸移入隔移出
　千円13，087
14，048
24，768
　455
　848
　　干円
643，513
工38，　346
573，302
42，033
29，427
国内消費額
　　千円
2工4，977
741，028
82フ，OOO
17，255
180，591
部門別構成比 貿易
生産額驚睡四二
　e／e
12．6
12．8
20．3
0．87
3，工
　Olo　l　Olai　e／o
l．91　29．31　L5
1．31　6．31　L6
2．31　26．21　L8
0．041　1．91　O．77
0．081　1．31　O．41
註工）第1表と同一資料より作成。
第3表　個別産業別生産・輸出入状況 その2一金属，機械器具一
金
属
????
?
?
?
????????????
等
??
三金他のぞ
金属製家具什　器　類　等
原動機発動機，製
造加工用機械器具?
銃砲弾丸兵器類
車　　輔　　類
造　　　　　　船
航　　空　　機
度量衡器，計器類
そ　　の　　他
光学器械・楽器類
生産額
　　千円
356，846
100，170
34，012
63，203
234，817
　1，767
63，496
313，853
　　614
63，160
7，526
貿　易　額
輸移入騰出
　　千円
336，228
　　473
16，363
1，265
91，942
　138
21，124
　464
9，626
811
　千円
74，430
1，366
26，585
10，232
30，250
　　1
8，350
4，397
14，581
1，398
国　内
消費額
　　千円
618，644
99，2フ8
23，790
54，236
296，509
　1，894
76，270
309，920
　　6工4
48，205
6，939
部門別構成比
生乱騰騰
　ela
5．3
L6
．60
O．93
3．5
0．03
．93
4，6
0．Ol
O．79
O．I！
　e／e
30．3
0．04
1．5
O．I1
8．3
0．Ol
Lg
O．04
0．87
O．07
　ele
3．4
0．06
L2
0．4フ
L4
0．oo
O．38
0．20
2．9
O．06
　註工）ee　1表と同一・・資料より作成。
さである。国内供給率はほぼ400％に達し，輸出依存度は実に75．3％に及ん
でいる。わが国最大の輸出産業である。わが国工業中の最大の生産額を示す
織物は輸出額も5億7300万2千円で，製糸につぐ，そして群を抜く大きさで
　　　　　　　　　　　　　　　　一10一
依存度
輸　出
依存度
　ele75．3
16．0
41．7
フ1．4
14．工
国　内
供給率
　　e／e
397．4
116．8
166．3
341．O
115．8
（大正8年）
　日本資本主義確立段階における産業・貿易構造と工業地域（工）　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユのコある。国内供給率166．3％，輸出依存度41．7％である。国内
消費額も大きいが，製糸とともに輸出産業として最も重要な
ものであった。なお，この部門にはメリヤス，撚糸，染色整
理その他加工，製綿などの多くの個別産業を含むが，メリヤ
スは生産におけるそのウェイトは大きくないが輸出産業とし
て展開しており，その他も全体として輸出依存がたかく，紡
織部門全体の輸出産業的傾向を等しく示している。このよう
に製糸，紡績，織物という紡織の三大産業は輸出にささえら
　　　れて，わが国産業構成上過大ともいえるウェイトを占
貿易依存度
輸　入子　出
依存度依存度
　ele
94．2
0．4フ
48．1
2．0
39．2
7．9
33．3
0．16
18．1
IO．8
　e！e
20．9
1．4
78．2
16．2
12．9
0．06
13．2
工．4
27．4
18．6
国　内
供給率
　　ele
57．7
110．O
143．0
II6．B
71．9
92．8
83．3
101．3
100．O
l±O．3
108．5
めるにいたっているが，この構成上の特徴はわが国工
業地域の構成に投影され，多くの繊維工業地域を形成
せしめているであろう。
　（V）金属精練・金属材料品，鋳物
　生産額のウェイトが小さく，大きく輸入に依存して
いる金属1のなかの二つの個別産業であるが，第3表
にみるように両者には大きな差異がある。金属1にみ
られた巨額の輸入は金属精練・金属材料品の実に3億
3622万8千円，総輸入額中の30．3％に及ぶ大きさのそ
れによるのであり，ここでは国内供給率は57．7％にと
どまり，輸入依存度は94．2％に達する。このような大
きな輸入依存ではあるが，同時に生産額の20．8％の輸
出がある。この金属精練・金属材料品には鉄とともに
銅があり，この性格を異にする両者の併存がこのよう
（10）　職工5人未満の製造所をも含あた全生産額は，製糸類9億5273万2千円，織物類
　19億9474万3千円であり（r第36次農商務統計表』による），したがって，輸出依
　存度は小さくなるが，両産業が輸出産業として最も重要なものであることにはかわ
　　りがない。
一1工一
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　　　　　　　（11）な複雑な状況を呈するのであろう。他方，鋳物は輸出額が輸入額を大きくう
わまわり，国内供給率は，l11％となっている。その金属1には以上の両者と
ともに，ボルト，ナット，リベット，針釘類をはじめバケツ，金盤其他を含むが，
これらが第3表のその他の金属製品等をなす。この雑多な内容を反映して，
輸入依存度も48．1％と大きいが，それ以上に輸出依存度は78．2％と大きく，
国内供給率も143％に達するなど，輸出産業として展開している。
　以上の金属工についての検討から，この部門は鉄に代表される近代工業製
品の大さな輸入依存により，全体としては輸入依存度がきわめてたかいが，
伝統的金属加工業をふくみ，それが近代生産に転換しつつ各地に金属加工業
地域を形成していたものと思われる。
　？9　原動機発動機・製造加工用機械器具，縛網類，造船
　機械器具1は輸入額が1億2330万円ほどもあり，かなりの輸入依存度であ
ったが，しかし，それは化学1，金属工よりはるかに小さく，他方，国内供
給率はかなりたかかった。生産手段生産部門の中核的ともいえる該部門はそ
の自立度の相対的なたかさにもかかわらず，その内容は多様である。第3表
の機械器具部門を構成する個別産業について検討しよう。機械器具1は国内
供給率は91％，輸入依存度は18．5％であったが，この部門にあってそのよう
な傾向を明白に示すのは原動機発動機・製造加工用機械器具類と車輌類で，
他はいずれも国内生産がより展開しているといえよう。学事の銃砲弾丸兵器
類は陸海軍工廠での製造におう部門で，この表での民間産業としての生産を
はるかにうわまわるものがあったであろう。造船は総生産額の4．6％に達す
る生産額があるが，輸入は小さく輸出がそれをうわまわっている。国内供給
率は101．3％で，国内供給を達成している。先にあげた二つの産業部門は国
内供給率は7～8割をややうわまわる程度で輸人に依存している。とくに原
（ll）　大正8年の鉄，銅の輸出入額は，鉄∫輸入・2億3489万9千円，輸出・1898万8
　千円，銅，輸入・2632万8千円，輸出・2589万円となっている（『第39回帝国統計
　年鑑』による）。
　　　　　　　　　　　　　　一12一
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動機発動機・製造加工用機械器具は輸入依存度39．2％とその度合は大きい。
このなかには工匠具及刃物類，土工三思農具等が含まれており，これら自給
性のつよいものを除くと，本来的な機械・原動機等の輸入依存度はさらにた
　　　　　　　　　　　　　　（12）かいものとなっているであろう。車輌類についても，車輌として一括されて
いるなかに人力車・荷車などの在来的な車の製造も含まれており，これらを
除外した近代工業製品としての車輌の輸入依存度はさらにたかくなるであろ
8i39この機械器具1における造船の自立達成と原動機発動機・製造加工用機
械器具類ならびに車戸類の大きい輸入依存とは，とりもなおさずわが国にお
ける造船業の特異な位置・性格を反映し，また，機械部門のたちおくれを表
現しているといえよう。工業地域の構成を検討するに際して留意すべきこと
がらであろう。
　←）セメント，煉瓦，陶磁器，ガラスなど
　窯業は第1部門においても自給度がたかく，輸入依存度の小さい部門であ
ったが，窯業11はことに輸出依存度がきわめて大きいところであった。第4
表にこの窯業部門の個別産業の状況を示す。近代的建築・土木，工場建設に
必要なセメント，煉瓦のいずれにおいても国内供給を達成しているが，注目す
べきは窯業■を構成する陶磁器，ガラス・ガラス製品のいずれにもみられる
輸出依存度のたかさでる。陶磁器の輸出額は工場生産額をうわまわっている
が，この陶磁器に対する海外からの需要によって該産業は広汎な展開をみせ
てきた。さらに，ガラス・ガラス製品は移植産業であるが，これも生産額の
52．1％を輸出しており，輸出によって展開しているといえる。このような生
（12）大正8年の機械・原動機類の輸出入額の上位をみると，輸入，紡績機1386万4千
　　円，金属及木工機械1053万6千円，汽錐i・同部分品及附属品833万6：千円，発電機
　　・発動機類524万5千円，縫敵機476万5千円，輸出，電気機械及同部分品444万4
　千円，紡績機・織布機及同部分品339万3千円，電話機及同部分品63万円，旋盤44
　万円6千円，印刷機及同部分品27万4千円。　（ue）と同一資料による）
（13）大正8年の車輌類の輸出入のうちわけは，輸入，鉄道車輌及同部分品678万3千円，
　　自動車553万2千円，同部分品575万1千円，自転車64万円，同部分品194万6千円。輸
　　出，自転車35万6千円，人力車22万円，ゴムタイヤ711万4千円，其他車輌部分品
　302万6千円。
　　　　　　　　　　　　　　　一13一
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第4表　個別産業別生産・輸出入状況 その3一窯業，化学一　　（大正8年）
?
?
化
学
?
1
セメント・石灰
煉瓦・瓦その測?????????。???｝??
??????????． ??????? ???
製　　　　　薬
石鹸・化粧品・ロ
ーソク類
マ　　　ッ　　　チ
油　　脂　　類
製　糸氏・ノ・e　ル　フ。
セ　ル　U　イ　ド
　　　　貿　易　額
生産額 A訓輸移出
　　干円
ユ08，832
36，269
22，665
54，850
68，627
54，591
2，393
20，583
30，509
96，376
46，4工6
39，374
40，640
39，693
工27，532
工55，878
　千円
ユ，314
　166
　504
4，093
55，073
27，8工8
　±，143
6，964
　2，452
149，9Z2
　6，677
24，890
1，625
13，933
29，030
　904
　千円
9，ユ48
　624
2巳，075
28，590
フ，057
9，578
1，564
6，537
9，683
？，547
5，730
16，工96
9，469
37，フ02
7，834
33，499
　　　　部門別構成比国　内
消醐生干嚥騰
　　千円
ユ00，998
35，911
30，353
U6，543
72，831
　1，972
51，010
23，278
238，74ユ
47，363
　e／o
ユ．6
0．64
O．33
0．31
LO
O．81
0．04
．30
0．45
L4
0．69
48，068i　O．68
32，7961　O．60
　1，9911　O．59
103，6311　1．9
151，409L　2．3
　904
　e／e
O．12
0．0工
O．05
0．37
5．0
2．5
0．IO
3．3
0．22
！3．5
0．60
2．2
0．15
1．3
2．6
’　O．08
　e／e
O．42
0．02
Ll
l．3
O．32
0．44
0．07
0．30
0．44
0．34
0．22
O．74
0．43
ユ．7
L7
L5
　註1）第1表と同一資料より作成。
産・輸出入状況は窯業各産業の産地が広汎に形成されているであろうことを
予想させるものといえよう。
　㈱　人造肥料など
　前項での検討では化学1は輸入依存度がもっともだかいところであったが
第4表にみξように，それを構成する工業薬品，染料・塗料，鉱物油，人造
肥料，炭素製品その他のいずれにおいても輸入依存度がたかく，わずかに火
薬類，ゴム類において輸出依存度が輸入依存度をうわまわり，．国内供給率も
ユ20～130％台となっているのを例外として，国内生産が未展開であった。最
大の部門である人造肥料についてみると，生産額は総生産額中の！．4％にす
ぎなかったが，輸入額のそれは13．5％を占め，金属精練・金属材料品につぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　一工4一
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　　重要工業輸入品であった。輸入依存度は155．6％に達
貿易依存度
輸入輸　出依存度依存度
　elo
l．2
0．46
2．2
7．5
80．4
51．0
47．7
1フ9．6
　8．0
155．6
14．4
63．2
4．O
IO．9
18．6
　ele
8．4
L4
11O．6
62．1
IO．3
17．6
65．4
3！．8
3L　7
7．8
12．3
41．1
23．3
95．0
29．7
’21．5
国　内
供給率
　　efo
IO7．8
101．O
180．7
58．8
フ6．0
121．4
40．4
131．1
40．4
98．0
　76．O
I23．9
1993．6
123．1
103．0
し，国内供給率は40．4％にすぎない。人造肥料の製造
には大きな力が注がれているが，なお海外からの輸入
にまっところが大きく，わが国近代工業の展開のよわ
さを端的に表現しているものといえよう。
　¢9製紙●パルフ。，マッチ
　輸入依存度が金属についでたかい化学にあっても，
化学llは化学1と異なり輸出依存度のたかいことをみ
てきた。化学■の個別産業の状況は第4表にみるとお
りであるが，セルロイドが国内工場生産がなく，製薬
が輸入依存であるほかはいずれも輸出超過である。石
鹸・化粧品・ローソク類，油脂類がともに国内供給率
が120％台で，輸出依存度が20～30％となっている。
生産額が最大の製紙・パルプは，一方には2903万円に
達する輸入があるが，他方には3350万円の輸出があり，
複雑な内容構成を示している。洋紙・パルプと和紙と
いう対照的な性格のものからなりたっている。マッチ
は工場生産額3967万3千円，輸出額は3770万2千円で，
この両者からの輸出依存度は実に95彩に及ぶ。海外への輸出という条件によ
って存立している産業である。この化学IIに属する多くの産業は海外への輸
出という市場条件にささえられて展開しており，過大ともいえるその生産状
況は国内に当該生産地域を形成せしめるであろうし，輸入に依存している洋
紙・パルプはそれに対抗するためのあたらしい生産地をうみ出しつつあるで
あろう。
　（ト）醸造，砂糖，製茶
　前項での部門別検討では食料品は輸入が輸出をうわまわり，輸入に依存し
ていることをみた。第皿部門は輸出依存度が輸入依存度をうわまわるものが
　　　　　　　　　　　　　　　　一15一
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第5表　個別産業別生産・輸出入状況 その4一食料品，雑：工二業一
???
???
????????? ?
製材・木製品
印　刷・製本
その他雑製品
生産額
貿　易　額
輸移入鱗芽
　　千円　　　　千円
402、99フ　　　3，397
99，2931　！7，241
104，2911　136，869
　8，0021　494
126，0911　32，315
工57，123　　13，075
80，5921　980
258，i461　17，521
　千円24，　651
16，　490
27，564
18，736
46，122
3 ，076
4，514
172，574
　　　　部門別構成比国　内
消費額生産胸焼臨
　　千円
381，743
101，044
213，596
U2，　284
133，122
77，．058
！03，093
????
2
????）??） ?）
2．3
L2
3．8
　oloO．31
L6
12．3
0．04
2．9
L2
0．09
1．6
　o／e
l．3
0．71
L3
0．56
2．1
1．7
0．21
7．9
貿易
輸入依存度
　　olo
　O．82
ユ7．4
13工．2
　6．2
25．6??? ?
註1）第工表と同一資料より作成。
多いが，この食料品が唯一の例外をなしていた。第5表によってこの部門を
構成する個別産業について検討しよう。隼産額が最大の醸造はかなりの額の
輸出があるが輸出依存度は大きくなく，国内供給率はユ05．6％で全体として
国内需要をまかなうものとなっている。砂糖には大きな特徴がみられる。1
億429万1千円の生産に対して1億3686万9千円の輸入があり，輸入依存度
は131．2％に達し，国内供給率はわずかに48．4％にとどまっている。食料品
部門の輸入超過はこの砂糖における著しい輸入依存によっているのである。
重要輸出品であった製茶についてみると，生産額800万2千円をはるかにう
わまわる1873万6千円の輸出がある。この生産額は工場生産額のみであり，
ここでの輸出依存度，国内供給率などはそのまま製茶業の実態を示すもので
　　　（14）はないが，輸出に大きくささえられて展開してきた産業である。このような
各産業に対応する生産地域が形成されてきたであろう。
　㈱　雑製品
　雑工業部門は紡織についで輸出額が大きく，輸出依存度のたかいことは前
（ユ4）製茶産額は33万7千円で（r第36次農商務統計表』），国内供給率2工7．4％，輸
　出依存度55．5％となる。
　　　　　　　　　　　　　　　一16一
（大正8年）
依存度
輸　出
依存度
　　pA
　6．工
15．6
26．4
234．1
36．6
23．6
5．6
66．9
国　内
供給率
　　a／e
IO5．6
98．3
48．8
112．3
118．O
IO4．6
250．4
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項でみたところであるが，第5表によってこの部門の個別産
業の状況をみていこう。雑製品がとくに注目にあたいすると
いえよう。生産額は2億5818万6千円で総生産額の3．8％で
あるが，輸出額は1億7257万4千円で総輸出額の7．9％を占
め，輸出依存度は66．9％に達する。この輸出額は紡績をうわ
まわり，輸出依存度も製糸にせまる大きさである。漆器業，
製革及毛皮精製業，紙製品業，籠・簾・柳行季，藺莚・麦鶏
魚経木真田業，羽毛製品など多種類のものがここに含まれて
いるが，その多くが海外市場との結びつきのうちに存立して
　　　　　　（15）いるのである。海外からの需要に対応してこれらさまざまの
雑多な製品の産地が形成され，わが国の工業地域の構成を特
徴づけるものとなっているであろう。
　（4）主要産業における工場の存在状況
　以上，わが国資本主義確立段階の工業生産・輸出入状況の検討によりわが
国工業の部門別構成における特徴をみてきた。ここでは，このような構成上
の偏奇性をもつ工業の各部門における工場の存在状況を検討し，前項までで
の検討とともにわが国工業構成の特徴をあきらかにしていきたい。
　第6表は大正8年のわが国工業における工場の存在状況を示したものであ
る。この年の工場数は43，723工場，職工数は1，514，263人である。原動機を
使用するものは26，729工場で，全工場の61．1％である。二大な数の工場の6
（15）雑製品部門は零細生産者の最も多い部門のひとつであり，したがって，r工場統
　　計表』では捕捉されていないものが多いが，r農商務統計表』において，これらの
　　うちのいく．つかの個別産業についての把握を行っている。両統計表によって対比が
　　可能なのは，畳表・莫塵・花莚，経木及び麦桿真田，漆器，製革及毛皮精製品，皮
　　革製品，刷毛・刷子，扇子・団扇，竹製品（行季，鞄，籠，簾），把抑製品，玩
　　具，帽子，鉦釦等であるが，生産額，製造戸数等の両統計数値には大きな差があ
　　る。たとえば，生産額についてみると，畳表・莫塵・花莚，’工場生産額279万8千
　　円，全生産額3166万2千円，刷毛・刷子，同じく640万9千円，l123万3千円，帽
　　子，同じくl138万8千円，2233万8千円，鉦釦，同じく690万9千円，1526万8千
　　円，である。輸出依存度は低下するが，しかし輸出産業としての重要性にかわりは
　　なく，生産額上のウェイトはさらにたかまるであろう。
一17一
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第6表　部門別工場の存在状況 （大正8年）
1紡細・
金属
機械器，具
窯業
化学
1
小計
?????
1
小計
?
小計
食料副・
雑工剰・
合　　計
??
工　場　数
　　　　あ17，954（63．3）
1，6S9（86．2）
　883（14．5）
2，542（804）
3，418（79．0）
　72（72．　2）
3，490（78．9）
1，308（31．6）
！，420（32．0）
2，フ28（31．8）
ユ，130（フ4．4）
1，407（69．2）
2，537（66．0）
6，801（53．1）
7，671（57．5）
43，フ23（61．！）
第工部門　　7．5工5（71．4）
第皿部門．　36，208（58．0）
職　工　数
　　人　　　％839，349（！8．3）
61，074（88．フ）
12，フ56（86．ユ）
73，830（88．2）
183，934（96．6）
　3，604（87．0）
工87，538（95．4）
28，966（80．8）
40，939（81．9）
69，896（81．5）
44，032（77．7）
61，628（52．0）
！05，660（63．4）
99，284（81．3）
138，707（70．3）
1，614，263（46．2）
　317，996（90．6）
1，196，267（34．4）
1工場
あたり
職工数
　人46．8
36．8
！4．　4
29．0
53．8
50．1
53．7
22．1
28．8
25．6
39．0
43．8
41．7
14．6
18．工
34．6
42．3
33．0
大規模工場（職工500人L）1上工場）
実 数
工場数隊工数
252
????
1
????
?）
?????
????
4
10
362
?）
2
　　入3ユ6，898
20，912
　　0
20，912
102，　456
　1，697
104，153
3，121
8，327
U，448
ユ0，6ユ2
6，448
17，060
2，680
7，9工9
481tO70
137，IOI
343，969
当該部門中
のウェイト
工場蜘工x
　e／oL4
?????
7
?
　e／0
37．8
34．2
　028．3
?????） ?????
O，3ユ
O．49
0．40
O．80
0．67
．67
O．06
O．13
O．83
Ll
O．78
??10
Q0
P6
24．1
！0．S
16．2
2．7
5．7
31．8
43．1
28．8
　註1）第工表と同一資料より作成。
　　2）工場数，職工数の（）内は，それぞれ，うち原動機使用工場の割合，うち男工の
割以上が原動機を使用しており，工場制工業が確立していることを反映して
いる。また，職工中の男工の割合も46．2％で男工のウェイトがたかくなって
いる。1工場あたり平均職工数は34．6人であるが，内部には大きな格差をは
らんでいる。職工数500人以上工場　（以下，大規模工場とする）をみると，
工場数は362で総工場数中の31．8％を占める。この大規模工場の1工場あた
り平均職工数はユ，328．9人に達し，大工場の屹立を示す。これを二部門分割の
視点からみると，まず国内生産の展開が不十分で海外からの輸入に大きく依
存していた第1部門は，工場数は7，515工場で，その71．4％が原動機を使用す
　　　　　　　　　　　　　　　一18一
全工業中の
ウェイト
工場数
　e／0
41．1
??? ?
???
?）???
（?????
15．6
17．5
IOO．O
17．2
82．8
職工数
　e！e
55．4
?????
12．1
0．24
12．4
?（??
??
6．6
9．2
IOO．O
21．0
79．0
割合を示す。
　9）製糸，紡績，織物
　紡織部門は工場数17，954，』職工数839，349人で，そのいずれにおいても最
大数を示す。前者は総工場数日の41．1％，後者は総職工数中の55．4％に達す
る。原動機使用工場はその63．3％にもなり，1工場あたり職工数も46．8人で
総平均の34．6人を大きくうわまわる。さらに大規模工場は252工場で全工場
数中の1．4％，職工数は316，898人で全体の37．8％に達する。紡織部門は最大
の生産額をみせるとともに最大の輸出産業であったが，この輸出産業として
の展開は躊大な数の工場をうみ出し，紡織工業地域を形成してきているであ
　　　　　　　　　　　　　　　一19一
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る本来の工場である。職工数は317，996人で男工率90．6％，
1工場あたり平均職工数は42．3人となり，総平均をかなりう
わまわる。大規模工場は工場数79で，全体の1．1％にすぎな
いが，その職工数は43．1％を占め，1工場あたり1，735．5人と
なる。第1部門においては男工を主体とする工場生産が展開
し，大工場が屹立し，それが大きなウェイトを占めている。
それらを核とする近代的工業地域の形成を予想させるが，し
かし，この部門は工場数においては17．2％，職工数において
も21．o％を占めるにとどまり，そのウェイトの相対的小ささ
は否定しがたいであろう。第∬部門はこれと対照的に全体の
82．8％に達する36，208工場が存在する。職工数も1，196，267
人を数え，総職工数中の79％に及ぶ。しかし，この部門は原
動機使用工場率は58％にとどまり，男工率も34．4％にすぎず，
また，1工場あたり職工数も33人で第工部門に比してかなり
小さく，大規模工場のウェイトも小さい。一部に大工場を屹
立せしめながら多くの中小工場の存在をもって特徴づけられ
るのであるが，全工場の8割をこる数の中小の工場があるい
は群がり，工業地域を形成しているであろう。以下，第7表
により個別部門について検討しよう。
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第7表 個別産業別工場の存在状況 （大正8年）
製　　　　’糸
紡　　　　　績
織　　　　　物
金属精練・金属材
料　　　　　　品
鋳　　　　　物
原動機発動機・製
造加工用機械器具
車　　輌　　類
造　　　　　　船
セメント・石灰
煉瓦・瓦その黒
陶　　磁　　帝
人　造　肥　料
製　糸氏・ノxe　ノレ　フ。
マ　　　ッ　　　チ
醸　　　　　　造
砂　　　　　　糖
製　　　　　　茶
雑　　製　　品
工　場　数
　　　　　あ3，511（84．2）
　370（96．5）
10，165（53．5）
　435（95．4）
　563（92．Q）
2，062（87．4）
　458（75．6）
　240（53．8）
　232（32．8）
1，076（31．3）
　913（26．6）
　150（83．3）
　　736（548）
　185（49．2）
3，613（40．4）
　　44（77．3）
　305（46．9）
1，810（54．7）
職工　数
　　　　　　　あ287，437（7．0）
204，⊥97（23．1）
273，614（18．6）
31，675（92．3）
工4，649（95．1）
93，930（67．7）
19，510（95．1）
77，646（99．1）
ll，047（86．3）
17，909（77．5）
18，783（76．6）
10，629（88．6）
29，⊥60（64．0）
18，585（28．Q）
50，6S3（97．2）
　2，663（86．1）
　6，239（50．9）
25，473（61．5）
1工場
あたり
職工数
大　規　模　工　場
（職工500人以上工場）
実 数
工騰隊工数??
2
???
3
??????????
2
? ????﹇?
????
654 ?????????????? ? ?
1
　　入61，444
193，976
56，794
15，658
　3，248
ユ9，913
　8，900
67，248
　3，121
　　0
　4，028
　4，990
　4，250
　1，69！
　1，004
　　0
　　　0
　1，676
当該部門中
のウェイト
工場嫡工数
?????? ?
??????
?????????????
???
? ????
?【? ）2
0
0
? ? ??
????????
?
註1）第1表と同一資料より作成。
　2）工場数，職工数の（）内は第6表註2）と同じ。
ろう。以下，この紡織を構成する三大産業の紡績，製糸，織物について検討
しよう。
　製糸は工場数は3，51ユ工場で，その84．2％が原動機を使用している。総工
場数中の8％が製糸工場であり，そのウェイトはきわあて大きいが，職工数
においては実にユ9％を占め，最大の集中をみせている。製糸は紡織部門のな
かでもことのほか女工のウェイトがたかいが，工場規模は平均職工数81．9人
と大きく，ま売大規模工場のウェイトもたかい。しかし，このように工場生
　　　　　　　　　　　　　　　　　一20一
全工業中の
ウェイト
工場数 職工数
?????
「???????（?
?????
????
?
???? ???
???????
3
コ
ー
????????
??
?
????????
う。他方，近代的大工場工業として確立している紡績は，
存在をもってわが国工業地域の構成を特徴づけるものであるといえよう。
　（ロ）金属精練・金属材料品，鋳物
　金属部門は工場数は2，542工場で，その80．4％が原動機使用であり，男工率
88．2％とたかく，本来的工場生産への転換がすすんでいる。しかし，1工場
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産の展開がみられたが，この年の製糸戸数は239，123戸であ
（16）
り，彪大な数の5人未満の製糸場が存在しているのであ
る。紡績は工場数は370工場で多くないが，その職工数は総
職工数中の13．5％にも達する20万4千人をうわまわる数であ
り，1工場あたり平均は551．9人という最大規模となってい
る。大規模工場の数は全工場の32．6％にあたる119工場で，
その職工数は193，976人で，全職工の95％に及んでおり，該
部門は近代的大工場工業として確立している。織物には最大
数の工場がある。その数は10，165工場で総工場数中の23．2％
に達する。工場といわれるものの4分の1近くがこの織物工
場なのである。職工数は273，614人目，総職工門中の18．1％
を占める。製糸につぐ大きさである。しかし，1工場あたり
の平均職工数は26．9人で大きくなく，また大規模工場のウェ
イトも小さい。動力化もようやく半数を越えるにすぎない。
なおこの年の機業戸数は562，255戸であり，珊珊な数の5人
未満機業場が存在しているのである。　　　　　　　　　’
　以上，紡織部門の三産業について検討した。海外への輸出
という市場条件によって過大に存立する製糸および織物には
それに対応した躍大な工場がうみだされており，わが国に過
大な製糸業地帯，織物業地帯の形成をもたらしているであろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その巨大な工場の
（16）大正8年の全製造戸数は「第36次農商務統計衰』による。以下，同じ。
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あたり職工数は29人で総平回数より小さく，また大規模工場のウェイトも小
さい。これは金属皿がことに小規模であるためであり，これを除外すると，
平均規模は36．8人となり，また大規模工場のウェイトもたかまる。大工場の
展開もみられるが，しかしこの部門は海外からの輸入に大きく依存しており
国内生産の展開が十分でないこどがこの工場の存在状況にも示されていると
いえよう。この部門の代表的な個別産業についてみよう。
　金属精練・金属材料品は国内供給率が小さく，きわめて大きく輸入に依存
していることをみてきたが，工場数は435工場，1工場あたり平均職工数は
72．9人で比較的大きく，また，大規模工場の数は12にすぎないとはいえ，そ
こに職工の49．4％が集中しているなど，少数ながら大工場も存在してそのウ
ェイトはたかい。製銅業，鉄鋼業においても民間資本による近代的大工場の
成立がみられたといえよう。当該の時期の工業地域の構成に投影されるであ
ろう。鋳物｝ま国内供給を達成している伝統的産業部門であるが，日用品鋳物
から機械鋳物への転換をとげた時期であるとはいえ，1工場あたりの職工数
も大きくなく，また，大規模工場への集中もたかくない。伝統的産地を基盤
に鋳物業地域を形成しているであろう。
　㈲　原動機発動機・製造加工用機械器具，車輌類，造船
　機械器具部門には総工場数中の8％にあたる3，490工場があり，その78．9％
が原動機使用となっている。男工率95．4％に達する187，538人の職工があり，
それは総職工数中の12．4％という大きい割合を占めるものである。1工場あ
たり職工数は53．7人で部門別では最大である。また，大規模工場は50工場で
全体の1．4％にすぎないが，その職工数は全体の実に56．5％に達する大きさ
である。この部門では大工場の展開が顕著であり，そのウェイ，1・はたかい。
この部門は第1部門において輸入への依存度がたかかったが，工場生産の展
開は著しいものがあり，したがって近代的機械器具工業地域が形成されてい
たであろう。
　機械器具1の内部では原動機発動機，製造加工用機械器具という機械工業
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の中核的部分が最：も輸入依存度がたかく，国内生産の展開は不十分であっ
た。しかし，ここには総工場数中の4．7％にあたる2，062工場があり，原動機
使用率も87．4％と大きく，大規模工場のウェイトは小さいとはいえ，1工場
あたり平均職工数も45．6人で比較的大きい。とくに原動機発動機が製造加工
用機械器具に比して工場生産の展開がすすみ，大規模工場のウェイトもたか
い。その後も外国からの輸入に大きく依存するとはいえ，ようやく国内生産
が定着しつつある姿を示しているといえよう。車輌類は458工場であるがそ
の平均規模も大きくないとはいえ，鉄道車輔においては近代的大工場生産
が成立している。造船はきわだった特徴をみせる。工場数は240工場で総工
場数中のO．54％にすぎないが，職工数のそれは5．1丁目達する。　1工場あた
り323．5人であり紡績につぐ大きさとなっている。大規模工場は20工場で，
そこに67，248人の職工が集中している。造船業は紡績業とともに民間産業に
おける近代的大工場生産の展開が最も著しい部門であり，造船工業地域を形
成し，わが国工業地域の構成において重要な位置を占めたであろう。
　9）セメント，煉瓦，陶磁器
　窯業部門は第1部門，第皿部門ともに国内供給を達成していた部門であっ
たが，ここには2，728工場がある。原動機を使用するものは3L8％にとどまる
が，これは部門別で最も小さい。職工は男工が中心ではあるが，1工場あた
り平均職工数は25．6人で大きくなく，大規模工場の展開の度合も小さい。総
じて本来的工場生産の展開が不十分であるが，この部門においては第III部門
において本来的工場のウェイトがわずかながらたかく，1工場あたり職工
数，大規模工場のウェイトが大きくなっている。セメントは平均規模も大き
く，また，大規模工場も少数ながら出現しているが，これに対して煉瓦・瓦
その他，陶磁器は規模が小さい。しかしこの両者はともに生産額比率に対し
て工場数比率が大きく，2．5％，2．1％となっていて，その工場数は多い。さ
らに，5人未満の製造場がともに多数存在しており（大正8年の全製造戸数
は，煉瓦．・瓦，963戸，土管720戸，陶磁器7，015戸），各地に窯業地域が形
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成されているであろう。とくに輸出産業として存立している陶磁器において
は一部の大規模工場をもうみ出しつつあり，各地に陶磁器業地域が形成され
ていると思われる。
　㈱　人造肥料，製紙・パルプ，マッチ
　海外からの輸入に大きく依存していた化学部門には2，537工場があるが，う
ち原動機使用のものは66％である。職工数は105，060人で，その男工率は63．4
％，1工場あたり職工数は4L7人で，いずれも総平均をうわまわるが，大規
模工場のウェイトも小さく，総じて化学部門のたちおくれを示しているとい
えよう。とくに化学1は1工場あたり平均職工数が39人で化学皿の43．8人を
下まわり，大規模工場においても大差がなく・，さらに，工場数そのものが化
学IIIを下まわっており，輸出依存の大きい化学IIにおける工場生産の一こ口
展開とは対照的に大きくたちおくれているといえよう。このような化学のな
かから人造肥料，製紙・パルプ，マッチについて検討する。
　化学1のなかでも人造肥料は輸入依存が最も大きい部門であった。ここに
は150工場があり，その動力化もすすみ，また，　1工場あたり職工数も70．9
人と大きく，工場生産の展開していることを示している。とくに大規模工場
が3あり，その職工数は全体の47％を占めるという大きさであり，大工場の出
現しつつある様相をみるC．とができる。この時期の化学工業の展開とそれに
ともなう化学工業地域の形成との関連で注目すべきものといえよう。伝統的
な和紙と洋紙・パルプからなる製紙・パルプには736工場がある。原動機使
用工場率は54．8％にとどまるがt一方には大規模工場も出現しており，洋紙・
パルプにおける少数の大工場と，動力化の十分すすんでいない和紙等におけ
る二大な製造所とが併存しており（大正8年の全製造戸数は，和紙45，025戸，
洋紙72戸，職工数は，和紙15，400人，洋紙13，627人），異なるタイプの製紙業
地域を形成していたであろう。マッチは動力化率，男工率も小さいが，1工
場あfcり職工数はIOQ．5人で，紡績，造船につぐ大きさである。大規模：工場
も3工場あり，輸出産業としての展開はこれらを頂点とする多数の工場をう
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み出し（大正8年の全製造戸数は204戸），マッチ製造業地域を形成してい
るのである。
　（N　醸造，砂糖，製茶
　食料品部門には6，801という多数の工場があり，それは総工場数回の15．6％
にも及ぶ大きさである。しかし，原動機使用工場の割合は窯業についで小さ
く，1工場あ・たり職工数も14．6人で部門別にみて最小である。多数の小工場
の存在をもって特徴とするが，それらを中心に各地に産地を形成しているで
あろう。
　／　これらのうちの醸造は，生産額は総生産門中の0．6％にすぎなかったが，
工場数は3，613工場で総工場数中の8．3％に達する。1工場あたり職工数は14
人という小さい規模であるが，織物につぐ彪大な数の工場が存在し，各地に
醸造業地域を形成しているであろう。砂糖は輸入依存の大きい部門であった
が，ここの工場数は44で，1工場あたり職工数は60．5人で比較的大きく，輸
入依存のこの部門における工場生産確立の動きをみることができる。輸出産
業であった製茶は動力化率，男工率ともに小ざいが，305工場がある。茶栽
培地域を基盤に製茶業地域が成立しているであろう　（大正8年の全製茶戸数
は1，122，164戸）。
　（ト）雑製品
　雑工業部門には紡織につぐ7，671の工場があるが，これは総工場数中の17．5
％という大きさである。原動機使用工場の割合は総平均を下まわるとはいえ
57．5％でかなりのたかさである。職工数は138，707人で総職工町中の9．2％を
占めるが，1工場あたりは18．1人で小さく，また，大規模工場のウェイトも
小さい。総じて工場生産の規模は大きくないが，蹉大な数に及ぶ小工場の存
在が注目にあたいしよう。この部門は輸出依存度の大きいところであったが
輸出の拡大にささえられて多数の小工場が籏生しているのであり，各地に雑
工業地域を形成せしめていたであろう。
　生産額において3．8％も占め，そのウェイトのたかさが注目された雑製品
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には，実に18，102工場がある。織物，製糸，醸造，原動機発動機・製造加工
用機械器具，煉瓦・瓦その他につぐ大きさであり，総工場数等の4．1％であ
る。原動機使用工場の割合はなお小さく，そしてなによりも1工場あたりの
職工数はわずか14．1人にすぎず，きわめて小さい。工場生産の展開は十分で
あるとはいいがたいが，海外輸出にささえられたこの産業部門には腰大な小
　　　　　ロア　工場がうまれ，これが各地の雑製品生産地の核となって雑製品工業地域を形
成し，わが国工業地域の構成を特徴づけるものとなっているであろう。
（17）（14｝において述べたごとく，この雑製品部門には『工場統計表』の工場数をうわま
　　わる彪大な数の製造戸数がある。たとえば，畳表・莫塵・下県，工場数99工場，全
　製造戸数1⊥5，790戸，刷毛・刷子，同じく141工場，977戸，帽子，同じく145工場，
　3，856戸。
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